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学
旅
行
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行
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と
経
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の
活
性
化
へ

修
学
旅
行
で
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と
経
済
の
活
性
化
へ

修
学
旅
行
で
人
と
経
済
の
活
性
化
へ

近
江
日
野
で
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舎
体
験

近
江
日
野
で
田
舎
体
験

近
江
日
野
で
田
舎
体
験

琵
琶
湖

琵
琶
湖
・
近
江
路
観
光
圏
内
の

近
江
路
観
光
圏
内
の

各
市
町
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

各
市
町
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
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ズ

琵
琶
湖
・
近
江
路
観
光
圏
内
の

各
市
町
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
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総
務
省
、
農
林
水
産
省
、
文

部
科
学
省
の
三
省
連
携
に
よ
る

「
全
国
子
ど
も
農
山
漁
村
交
流

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
昨
年
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
２
年
目
を
迎
え

た
。
受
け
入
れ
モ
デ
ル
地
域
も

追
加
さ
れ
、９０
カ
所
と
な
っ
た
。

受
け
入
れ
地
域
の
整
備
も
徐
々

に
進
ん
で
い
る
。

そ
の
な
か
に
あ
っ
て
、
受
け

入
れ
地
域
に
子
ど
も
へ
の
教
育

効
果
の
格
差
が
あ
る
こ
と
は
否

め
な
い
。
そ
の
差
は
、
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

や
農
家
漁
家
民
泊
の
担
い
手
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
、
こ

の
事
業
に
関
係
す
る
人
々
の
間

で
、
地
域
の
受
け
入
れ
理
念
が

共
有
で
き
て
い
る
か
否
か
の
差

だ
。
理
念
を
ベ
ー
ス
に
し
て
立

っ
て
こ
そ
、
各
人
が
持
つ
手
法

や
ノ
ウ
ハ
ウ
が

生
き
る
と
い
う

も
の
だ
。

地
域
の
受
け

入
れ
理
念
を
作

り
上
げ
る
う
え

で
ま
ず
も
っ
て
必
要
な
の
が
、

全
国
子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
義
を
認
識
す

る
こ
と
だ
。
こ
の
認
識
は
学
校

の
教
育
現
場
で
も
今
一
歩
浸
透

し
て
い
な
い
。

学
校
側
と
受
け
入
れ
側
の
双

方
が
、
児
童
の
教
育
機
会
と
し

て
も
、
自
然
・
環
境
学
習
の
面

で
も
、
農
林
水
産
業
に
対
す
る

理
解
や
食
育
食
農
・
漁
食
振
興

の
意
味
で
も
、
農
山
漁
村
の
活

性
化
に
も
、
極
め
て
意
義
が
大

き
い
事
業
で
あ
る
と
の
認
識
を

持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

盛
り
だ
く
さ
ん
の
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
た

だ
消
化
す
る
だ
け
だ
っ
た
り
、

児
童
が
喜
ぶ
思
い
出
を
作
ろ
う

ろ
う

と
策
を
弄
し
た
り
す
れ
ば
、
間

違
っ
た
教
育
に
な
る
。例
え
ば
、

逃
げ
ら
れ
な
い
池
や
せ
き
止
め

ら
れ
た
川
に
魚
を
放
し
て
つ
か

み
取
り
な
ど
、
稚
拙
で
最
低
な

偽
物
体
験
を
や
っ
て
は
い
け
な

い
。
魚
は
簡
単
に
捕
れ
な
い
こ

と
が
本
当
の
自
然
だ
。

初
乳
処
理
以
外
は
機
械
で
搾

乳
し
な
け
れ
ば
経
営
が
成
り
立

た
な
い
酪
農
家
に
、
デ
リ
ケ
ー

ト
な
牛
の
乳
房
に
慣
れ
な
い
者

が
ふ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
乳
搾

り
体
験
を
要
求
し
て
み
た
り
、

酪
農
家
の
方
も
そ
れ
に
応
じ
て

み
た
り
す
る
。
酪
農
作
業
の
ほ

と
ん
ど
は
ボ
ロ
出
し（
糞
取
り
）

や
餌
や
り
、
あ
る
い
は
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
な
ど
地
味
な
も
の
で
あ

り
、
酪
農
体
験
は
こ
れ
ら
を
行

う
だ
け
で
十
分
だ
。
我
々
が
子

ど
も
た
ち
に
伝
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、
ほ
ん
も
の
の
農

山
漁
村
の
生
業
で
あ
り
、
あ
り

の
ま
ま
の
暮
ら
し
で
あ
る
。

さ
ら
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

の
が
、
事
業
名
称
に
あ
る
「
交

流
」
だ
。
学
校
側
も
受
け
入
れ

側
も
こ
の
理
解
が
一
番
で
き
て

い
な
い
。
子
ど
も
た
ち
の
生
活

の
中
で
、
サ
ッ
カ
ー
や
野
球
が

で
き
る
ほ
ど
の
多
く
の
人
数
で

の
遊
び
が
極
め
て
少
な
い
。
つ

ま
り
は
、
人
と
人
の
関
係
を
学

ぶ
機
会
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、

児
童
に
と
っ
て
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
や
民

泊
家
庭
と
の
交
流
は
人
間
関
係

構
築
能
力
が
向
上
す
る
絶
好
の

機
会
だ
。
そ
し
て
、
大
き
く
変

容
し
て
成
長
を
遂
げ
る
ポ
イ
ン

ト
で
も
あ
る
。

そ
ん
な
重
要
な
交
流
機
会

が
、
児
童
３０
人
を
１
人
で
教
え

る
学
校
教
壇
と
同
じ
形
態
で
は

意
味
が
な
い
。
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
に
越
し

た
こ
と
は
な
い
が
、
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
１
人
に
児
童
１０
人
が

最
大
だ
。
そ
れ
以
上
の
人
数
で

は
情
報
伝
達
も
交
流
も
安
全
確

保
も
教
育
効
果
も
薄
い
。
民
泊

が
学
校
や
児
童
に
高
く
評
価
さ

れ
る
ゆ
え
ん
の
１
つ
も
、
交
流

密
度
の
濃
さ
に
あ
る
。

受
け
入
れ
現
場
で
、
児
童
も

地
域
の
人
々
も
感
動
の
涙
が
あ

ふ
れ
る
別
れ
の
場
面
が
あ
る
。

理
念
あ
る
学
校
が
、
理
念
あ
る

受
け
入
れ
地
域
で
こ
の
事
業
に

取
り
組
む
な
ら
素
晴
ら
し
い
教

育
機
会
に
な
る
。

事
業
の
課
題
は
、
こ
こ
で
挙

げ
た
こ
と
の
ほ
か
に
も
、
旅
費

財
源
の
確
保
や
実
施
学
校
増
へ

の
指
導
、
働
き
か
け
、
受
け
入

れ
地
域
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
少

な
く
な
い
。
だ
が
、
そ
の
課
題

に
立
ち
向
か
う
に
余
り
あ
る
事

業
だ
。

中
学
校
の
修
学
旅
行
も
、
歴

史
・
文
化
施
設
や
Ｔ
Ｄ
Ｒ
や
Ｕ

Ｓ
Ｊ
と
い
っ
た
米
国
産
テ
ー
マ

パ
ー
ク
な
ど
の
見
学
か
ら
の
脱

却
が
進
み
、
教
育
効
果
の
高
い

自
然
や
農
山
漁
村
で
の
体
験
交

流
型
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
る
。

学
校
は
、
多
忙
だ
か
ら
と
い
っ

て
例
年
踏
襲
型
の
観
光
旅
行
で

甘
ん
じ
、
教
育
の
責
任
を
放
棄

し
て
は
な
ら
な
い
。

ほ
ん
も
の
の
体
験
と
交
流
は

人
の
心
を
高
め
る
。
小
学
校
で

全
国
子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
活
気
づ
こ
う
と

す
る
今
、
中
学
校
も
体
験
交
流

型
の
修
学
旅
行
へ
チ
ェ
ン
ジ
す

る
時
だ
。

（
体
験
教
育
企
画
代
表
・
藤

澤
安
良
）

日
本
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
わ
が
国
最
大
の
湖

「
琵
琶
湖
」
。
そ
の
琵
琶
湖
の
北
部
か
ら
南
東
部
ま
で

の
広
域
４
市
１３
町
で
構
成
す
る
「
び
わ
湖
・
近
江
路
観

光
圏
」
は
、
恵
ま
れ
た
地
域
資
源
を
生
か
し
た
農
山
漁

村
、
そ
れ
ぞ
れ
の
暮
ら
し
を
体
験
で
き
る
、
日
本
の
ふ

る
さ
と
と
い
え
る
。

琵
琶
湖
や
伊
吹
・
鈴
鹿
山
系
に
抱
か
れ
、
美
し
く
多

様
な
農
村
景
観
と
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
さ
ら
に
は
、

京
都
に
も
近
く
、
万
葉
の
時
代
か
ら
歴
史
の
表
舞
台
と

も
な
っ
て
き
た
地
域
だ
。井
伊
直
弼
や
石
田
三
成
、茶
々

・
初
・
江
の
浅
井
三
姉
妹
な
ど
歴
史
に
登
場
す
る
多
く

の
人
物
を
輩
出
し
、
数
々
の
歴
史
遺
産
、
さ
ら
に
は
湖

東
三
山
や
永
源
寺
、
観
音
の
里
と
い
っ
た
仏
教
な
ど
が

相
ま
っ
て
、
多
様
な
文
化
が
生
ま
れ
て
き
た
の
だ
。
滋

賀
県
の
び
わ
湖
・
近
江
路
観
光
圏
協
議
会
に
現
状
を
聞

い
た
。

教
育
旅
行
の
受
け
入
れ
に

向
け
て

び
わ
湖
・
近
江
路
に
住
む

者
が
こ
の
地
を
愛
す
る
理

由
、
誇
り
を
語
り
、
伝
え
、

訪
れ
る
側
、
迎
え
る
側
そ
れ

ぞ
れ
の
人
々
が
、
自
分
と
自

分
を
取
り
巻
く
人
々
を
認

め
、
自
分
が
存
在
す
る
こ
と

の
意
義
、
価
値
に
気
付
き
、

明
日
の
生
き
る
力
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
人
と
心
が
高
ま

る
旅
、そ
れ
が「
び
わ
湖
・
近

江
路
観
光
圏
」
が
目
指
す
教

育
旅
行
の
姿
だ
。
豊
か
な
自

然
と
歴
史
遺
産
、
文
化
が
満

ち
溢
れ
る
び
わ
湖
・
近
江
路

観
光
圏
の
取
り
組
み
が
熱
を

帯
び
、光
を
放
ち
つ
つ
あ
る
。

「
別
れ
際
に
『
お
ば
ち
ゃ

ん
の
家
で
よ
か
っ
た
。
帰
り

た
く
な
い
わ
』
と
子
ど
も
達

が
言
っ
て
く
れ

て
、
心
の
ふ
れ

あ
い
が
で
き
、

温
か
い
気
持
ち

に
さ
せ
て
も
ら

っ
た
。
ぜ
ひ
、
次
も
受
け
入

れ
た
い
」
と
語
る
の
は
、
７

月
に
子
ど
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
大
阪
の
小
学
生
を
受
け
入

れ
た
「
三
方
よ
し
！
近
江
日

野
田
舎
体
験
推
進
協
議
会
」

の
受
け
入
れ
家
庭
だ
。

【
湖
北
地
域
】

奥
琵
琶
湖
（
琵
琶
湖
の
最

北
部
）
の
西
浅
井
町
、天
女

の
羽
衣
伝
説
の
余
呉
町
、
木

之
本
地
蔵
の
門
前
町
木
之
本

町
、
儒
学
者
雨
森
芳
洲
の
町

高
月
町
、
浅
井

長
政
と
三
姉
妹

の
悲
話
の
舞
台

湖
北
町
、
「
ゆ

い
」
の
心
が
む

す
ぶ
虎
姫
町
、

そ
し
て
、伊
吹

山
麓
の
豊
富
な
農
村
資
源
に

恵
ま
れ
た
米
原
市
、
戦
国
の

一
時
期
、
羽
柴
秀
吉
や
山
内

一
豊
が
城
主
を
務
め
た
長
浜

城
の
あ
る
長
浜
市
。
こ
の
湖

北
地
域
は
、織
田
信
長
、浅
井

長
政
と
三
姉
妹
、
羽
柴
秀
吉

な
ど
が
駆
け
抜
け
て
い
っ
た

戦
国
時
代
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
の
舞
台
で
も
あ
っ
た
。
織

田
信
長
に
よ
っ
て
攻
め
滅
ぼ

さ
れ
た
小
谷
城
の
戦
国
の
悲

話
な
ど
、
中
世
の
日
本
を
語

る
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
歴
史
遺
産
、
文
化
財
も

非
常
に
多
く
、
貴
重
な
地
域

と
言
え
る
。ま
た
、琵
琶
湖
の

漁
業
か
ら
林
業
ま
で
を
学
べ

る
環
境
学
習
の
適
地
で
あ

る
。浅

井
三
姉
妹
の
ふ
る
さ
と

北
近
江
が
、
２
０
１
１
年
Ｎ

Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
江
〜
姫

た
ち
の
戦
国
」
に
決
定
し
て

い
る
。
ま
た
、
湖
北
観
光
連

盟
で
は
、「
ほ
ん
も
の
体
験
」

に
こ
だ
わ
っ
た
、
体
験
型
観

光
の
受
け
入
れ
を
始
め
て
４

年
目
と
な
り
、
年
々
、
少
し

ず
つ
で
は
あ
る
が
着
実
に
実

績
を
伸
ば
し
、
本
年
度
は
商

店
街
就
労
体
験
を
中
心
に
９

校
２
千
人
を
受
け
入
れ
る
予

定
だ
。

【
湖
東
地
域
】

国
宝
彦
根
城
の
３５
万
石
城

下
町
と
し
て
栄
え
た
彦
根
市

か
ら
、
多
賀
大
社
や
紅
葉
の

名
所
、
西
明
寺
・
百
済
寺
・

金
剛
輪
寺
の
湖
東
三
山
な
ど

の
名
所
が
あ
る
多
賀
町
、
甲

良
町
、
豊
郷
町
、
愛
荘
町
ま

で
の
湖
東
地
域
に
は
、
鈴
鹿

山
系
か
ら
琵
琶
湖
ま
で
湖
東

平
野
が
広
が
る
。
古
く
か
ら

中
山
道
の
宿
場
町
と
し
て
栄

え
た
当
地
は
歴
史
的
、
文
化

的
な
風
情
を
色
濃
く
と
ど
め

て
お
り
、
中
世
か
ら
近
世
に

か
け
た
貴
重
な
歴
史
遺
産
が

数
多
く
点
在
す
る
。
近
江
商

人
の
生
き
様
を
学
べ
る
教
育

素
材
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。

【
東
近
江
地
域
】

琵
琶
湖
の
東
に

位
置
す
る
の
が
東

近
江
地
域
。
織
田

信
長
の
居
城
安
土

城
が
あ
っ
た
安
土

町
、
琵
琶
湖
か
ら
東
は
鈴
鹿

山
系
ま
で
の
広
大
な
東
近
江

市
、
牛
若
丸
源
義
経
元
服

の
地
・
竜
王
町
、そ
し
て
、優

れ
た
武
人
、
か
つ
、
茶
の
湯

「
利
休
七
哲
」の
一
人
と
し
て

も
知
ら
れ
る
武
将
蒲
生
氏
郷

公
と
近
江
日
野
商
人
を
輩
出

し
た
日
野
町
。
森
林
資
源
が

豊
富
で
、
田
園
地
帯
も
広
が

り
、近
江
米
、
果
樹
、野

菜
な
ど
県
下
で
最
も
農

業
が
盛
ん
な
地
域
だ
。

ま
た
、
農
村
の
暮
ら

し
や
生
業
、
五
個
荘
商

人
や
日
野
商
人
と
い
っ

た
近
江
商
人
の
精
神
と

生
き
様
が
肌
で
感
ら
れ

る
地
域
資
源
と
体
験
メ

ニ
ュ
ー
が
豊
富
に
そ
ろ

っ
て
い
る
。特
産
品
に
、

永
源
寺
こ
ん
に
ゃ
く
や

京
野
菜
で
も
知
ら
れ
る

日
野
菜
、
た
く
さ
ん
の

田
舎
料
理
な
ど
が
あ

り
、
食
体
験
に
も
事
欠
か
な

い
。
ま
た
、
琵
琶
湖
で
の
ド

ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
体
験
、
渓
流

釣
り
、
沢
登
り
な
ど
、
ア
ウ

ト
ド
ア
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
も

多
く
、
と
り
わ
け
、
県
下
で

い
ち
早
く
農
村
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
に
取
り
組
ん
だ
地
域
と
し

て
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

び
わ
湖
・
近
江
路
の
農
村

ホ
ー
ム
ス
テ
イ

農
村
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が
で

き
る
地
域
が
、
圏
域
の
中
で

日
野
町
に
１
０
０
軒
、
米
原

市
の
伊
吹
地
区
に
８０
軒
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
町
の
中
心

部
か
ら
の
移
動
時
間
は
、
最

長
で
も
２０
分
と
、
非
常
に
コ

ン
パ
ク
ト
だ
。な
お
か
つ
、日

野
町
は
最
大
４
０
０
人
、
米

原
市
も
３
２
０
人
、
計
７
２

０
人
を
受
け
入
れ
可
能
と
、

大
き
な
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
誇

る
。
こ
ん
な
に
コ
ン
パ
ク
ト

で
大
き
な
受
け
入
れ
人
数
を

持
つ
地
域
は
、
全
国
的
に
も

数
少
な
い
と
い
う
。現
在
、日

野
町
で
は
来
春
に
２
校
、
米

原
市
も
来
秋
に
２
校
の
教
育

旅
行
の
受
け
入
れ
が
決
定
す

る
な
ど
、
多
く
の
問
い
合
わ

せ
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

本
物
の
農
耕
機
械
を
使
っ
て
草
刈
り
を
体
験

全
国
子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

進
む
体
験
交
流
型
、流
れ
は
中
学
に
も

第２部

琵
琶
湖
で
漁
業
体
験

西
浅
井
町
「
自
然
と
一
体

に
な
ろ
う
。
だ
れ
で
も
乗
レ

イ
ク
カ
ヤ
ッ
ク
」

波
の
穏
や
か
な
奥
琵
琶
湖

で
レ
イ
ク
カ
ヤ
ッ
ク
を
体

験
。余

呉
町

「
歴
史
と
湖
と

森
水
源
の
里
」

余
呉
湖
で
は
、
冬
の
ワ
カ

サ
ギ
釣
り
、
山
菜
や
湖
魚
な

ど
郷
土
料
理
が
楽
し
め
る
。

「
ウ
ッ
デ
ィ
パ
ル
余
呉
」
で

は
、
炭
焼
き
、
そ
ば
打
ち
な

ど
の
体
験
。

木
之
本
町

「
古
の
文
化

と
交
流
の
町
〜
北
国
街
道
の

宿
場
町
」

木
之
本
地
蔵
の
門
前
町
。

ま
た
、
北
国
街
道
・
北
国
脇

往
還
の
宿
場
町
と
し
て
に
ぎ

わ
っ
た
歴
史
に
触
れ
る
。

高
月
町

「
湖
北
の
町
か

ら
ア
ジ
ア
が
見
え
る
」

郷
土
が
生
ん
だ
儒
学
者
雨

森
芳
洲
を
介
し
て
生
ま
れ
た

韓
国
と
の
民
間
交
流
。
ゆ
か

り
の
資
料
か
ら
、
国
際
交
流

の
あ
り
方
が
学
べ
る
。

湖
北
町

「
２
０
１
１
年

大
河
ド
ラ
マ
『
江
〜
姫
た
ち

の
戦
国
』
浅
井
三
姉
妹
の
ふ

る
さ
と
」

浅
井
長
政
と
お
市
、
茶
々

・
初
・
江
の
三
姉
妹
が
暮
ら

し
た
小
谷
城
。
お
市
の
兄
に

滅
ぼ
さ
れ
た
戦
国
の
悲
話
と

そ
の
舞
台
。

虎
姫
町
「『
ゆ
い
』
の
心

が
つ
な
ぐ
、人
々
と
の
交
流
」

人
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

す
る
「
ゆ
い
」
の
文
化
が
残

る
町
。
元
亀
争
乱
の
舞
台
で

あ
っ
た
虎
御
前
山
な
ど
、
戦

国
の
物
語
を
訪
ね
る
。

長
浜
市
「
秀
吉
の
城
下
町

長
浜
〜
観
光
客
で
に
ぎ
わ
う

商
店
街
で
キ
ャ
リ
ア
教
育
」

秀
吉
が
作
っ
た
ま
ち
。
商

店
主
と
生
徒
が
一
緒
に
仕
事

を
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
、

職
業
に
つ
い
て
学
ぶ
「
商
店

街
就
労
体
験
」
が
人
気
。

米
原
市

「
滋
賀
県
の
最

高
峰
伊
吹
山
の
麓
の
ふ
る

さ
と
・
自
然
体
験
」

姉
川
の
源
流
に
沿
っ
た
山

村
に
農
家
民
泊
が
８０
軒
。
農

林
業
、
豆
腐
づ
く
り
な
ど
が

あ
る
。
伊
吹
山
で
は
環
境
登

山
や
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
な
ど

体
験
メ
ニ
ュ
ー
が
豊
富
。

彦
根
市

「
語
り
部
と
歩

く
城
下
町
彦
根
」

開
国
へ
と
導
い
た
大
老
・

井
伊
直
弼
を
生
ん
だ
彦
根

市
。国
宝
彦
根
城
や
玄
宮
園
、

町
家
が
残
る
城
下
町
。
石
田

三
成
の
居
城
佐
和
山
城
跡
な

ど
の
歴
史
遺
産
を
、
語
り
部

と
訪
ね
よ
う
。

多
賀
町

「
神
秘
の
里
で

そ
ば
体
験
を
」

多
賀
町
の
そ
ば
の
作
付
け

は
近
畿
で
も
最
大
で
、
品
質

も
平
成
２０
年
に
全
国
そ
ば
優

良
生
産
地
表
彰

を
受
け
た
。
多

賀
そ
ば
の
体
験

と
、
地
元
農
家

と
の
交
流
。

甲
良
町

「
歴
史
文
化
あ

ふ
れ
る
せ
せ
ら
ぎ
の
町
」

藤
堂
高
虎
、
甲
良
豊
後
守

宗
廣
、
佐
々
木
道
誉
の
三
大

偉
人
。
西
明
寺
を
は
じ
め
文

化
財
が
多
い
、
の
ど
か
な
町

を
歩
こ
う
。

豊
郷
町

「
偉
大
な
先
人

を
多
く
輩
出
し
た
町
」

豊
郷
町
は
、
江
州
音
頭
発

祥
の
地
で
あ
り
、「
伊
藤
忠
」

「
丸
紅
」
の
創
始
者
・
伊
藤

忠
兵
衛
な
ど
、
多
く
の
先
人

を
輩
出
し
、
ま
た
、
文
化
や

自
然
に
恵
ま
れ
た
町
。

愛
荘
町

「
愛
知
川
び
ん

細
工
手
ま
り
と
愛
荘
や
ま
い

も
を
楽
し
む
愛
古
（
エ
コ
）

な
旅
を
」

鈴
鹿
山
系
か
ら
の
清
水
の

恩
恵
を
受
け
て
、
栄
え
た
中

山
道
６６
番
目
の
宿
場
町
愛
知

川
宿
。
び
ん
細
工
手
ま
り
と

や
ま
い
も
な
ど
が
楽
し
め

る
。安

土
町

「
映
画
『
火
天

の
城
』
の
舞
台
、
安
土
城
と

町
を
歩
く
」

国
の
特
別
史
跡
、
織
田
信

長
の
居
城
跡
や
安
土
城
考
古

博
物
館
な
ど
が
点
在
す
る
。

映
画
「
火
天
の
城
」
と
と
も

に
、戦
国
の
町
を
楽
し
め
る
。

東
近
江
市

「
鈴
鹿
か
ら

琵
琶
湖
ま
で
続
く

雄
大
な

自
然
と
万
葉
ロ
マ
ン
を
満

喫
」万

葉
の
ロ
マ
ン
と
大
凧
、

山
々
で
の
森
林
体
験
や
農
業

体
験
、
環
境
学
習
な
ど
豊
富

な
体
験
メ
ニ
ュ
ー
が
そ
ろ

う
。竜

王
町

「
ド
ラ
ゴ
ン
パ

ワ
ー
に
出
会
え
る
不
思
議
の

里
」三

角
縁
神
獣
鏡
が
出
土
し

た
雪
野
山
と
そ
の
西
方
の
鏡

山
。
２
つ
の
山
に
竜
族
の
支

配
者「
竜
王
」が
す
み
、
民
を

守
っ
た
と
伝
承
さ
れ
る
。
悠

久
ロ
マ
ン
を
体
感
し
て
。

日
野
町

「
近
江
日
野
商

人
と
花
の
ま
ち
」

戦
国
の
世
を
駆
け
抜
け
た

文
武
に
優
れ
た
武
将

蒲
生

氏
郷
公
の
ふ
る
さ
と
。
蒲
生

氏
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
城
下

町
の
町
並
み
と
、
ホ
ン
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
や
藤
、
ダ
リ
ア
な
ど

が
咲
き
誇
る
。

ドラゴンボート

三
方
よ
し
！
近
江
日
野
田

舎
体
験
推
進
協
議
会
（
東
正

幸
会
長
、
日
野
町
）
で
は
、

近
江
商
人
の
「
売
り
手
よ
し

買
い
手
よ
し

世
間
よ
し
」

の
三
方
よ
し
の
教
え
に
な
ら

い
、
「
迎
え
る
も
の
（
売
り

手
）
に
地
域
や
生
業
な
ど
に

対
す
る
自
信
と
誇
り
の
回
復

を
、
地
域
（
世
間
）
に
人
的

・
経
済
的
活
性
化
、そ
し
て
、

訪
れ
る
人
々
（
買
い
手
）
に

心
か
ら
の
感
動
を
」
を
合
言

葉
に
、
各
種
の
体
験
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
、教
育
旅
行（
修

学
旅
行
や
野
外
体
験
活
動
）

を
す
る
。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
講
習
や
農
村
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
な
ど
の
先
進
地
研
修
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。

今
年
４
月
、
三
省
連
携
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
「
子
ど
も

農
山
漁
村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
対
策
事
業
」
の
体
制
整
備

型
受
入
モ
デ
ル
地
域
に
県
下

第
１
号
と
し
て
選
定
。
７
月

に
は
、
大
阪
か
ら
初
め
て
の

学
校
を
受
け
入
れ
た
。

４６
軒
の
受
け
入
れ
家
庭
が

待
つ
町
の
中
心
部
に
あ
る
体

育
館
に
大
阪
の
小
学
校
の
児

童
を
乗
せ
た
バ
ス
４
台
が
到

着
。
互
い
に
緊
張
し
た
面
持

ち
の
中
で
の
対
面
式
。
「
お

帰
り
」
と
い
う
一
言
が
子
ど

も
達
の
緊
張
を
ほ
ぐ
し
、
ほ

っ
と
し
た
笑
顔
が
広
が
る
。

「
ス
ー
パ
ー
は
な
い
の
。
コ

ン
ビ
ニ
も
。
そ
れ
で
ど
う
や

っ
て
生
き
ら
れ
る
の
」
と
言

う
都
会
っ
子
の
問
い

に
面
食
ら
う
受
け
入

れ
家
庭
。
子
ど
も
の

素
直
な
問
い
か
け

と
、
受
け
入
れ
家
庭

の
穏
や
か
な
返
事
と

農
村
風
景
が
、
自
然

に
互
い
の
距
離
を
近

い
も
の
に
し
て
く
れ

る
。受

け
入
れ
家
庭
の

家
に
入
り
、
み
ん
な

で
輪
に
な
っ
て
自
己

紹
介
。
全
員
終
わ
れ

ば
夕
食
の
食
材
を
採

り
に
屋
敷
畑
（
や
し

き
ば
た
�
家
の
敷
地

内
に
あ
る
畑
）
へ
出

か
け
る
。
「
な
す
び
っ
て
、

ト
ゲ
が
あ
る
ん
や
」
「
こ
れ

な
に
。
あ
れ
は
」
な
ど
、
矢

継
ぎ
早
に
会
話
が
飛
び
交

う
。野
菜
の
名
前
や
育
て
方
、

お
い
し
い
食
べ
方
な
ど
を
教

え
て
も
ら
い
、
ま
た
、
手
づ

く
り
味
噌
の
味
噌
汁
や
ぬ
か

漬
け
の
お
い
し
さ
を
知

る
。
食
事
づ
く
り
、
後

片
付
け
、
布
団
敷
き
な

ど
、
す
べ
て
自
分
た
ち

で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。２

日
目
は
、
各
家
庭

で
農
村
の
暮
ら
し
や
生

業
、
農
村
の
自
然
環
境

な
ど
を
学
ぶ
「
家
業
お

ま
か
せ
プ
ラ
ン
」
を
体

験
。
畑
の
草
む
し
り
、

ブ
ド
ウ
の
袋
が
け
、
野

菜
の
収
穫
と
出
荷
の
準

備
、田
舎
料
理
づ
く
り
、

か
ん
ぴ
ょ
う
づ
く
り
、

肉
牛
の
餌
や
り
や
掃

除
、
ほ
い
ざ
る
づ
く
り

（
民
芸
品
）
、
竹
林
整
備
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
日
野
町
の

日
々
の
暮
ら
し
の
営
み
を
子

ど
も
達
は
体
験
し
た
。
初
め

て
触
れ
る
農
村
の
暮

ら
し
ぶ
り
や
、
近
所

へ
お
す
そ
分
け
な
ど

と
い
っ
た
田
舎
な
ら

で
は
の
人
と
人
と
の

支
え
あ
い
を
目
の
当

た
り
に
し
て
、
驚
き

を
隠
せ
な
い
子
ど
も

達
の
表
情
が
そ
こ
に

あ
っ
た
。

最
終
日
の
朝
は
、「
お
ば
ち

ゃ
ん
の
家
で
よ
か
っ
た
。
大

阪
に
は
帰
り
と
う
な
い
」
、

そ
ん
な
言
葉
を
子
ど
も
達
が

口
々
に
言
う
。
受
け
入
れ
家

庭
の
お
父
ち
ゃ
ん
、
お
母
ち

ゃ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
声
が
涙
で
震

え
る
。そ
し
て
、バ
ス
に
乗
り

込
み
、
出
発
す
る
子
ど
も
達

と
の
最
後
の
別
れ
。「
元
気
で

な
」
「
ま
た
、
来
い
よ
」
互

い
に
涙
を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
、

バ
ス
が
遠
く
見
え
な
く
な
る

ま
で
手
を
振
り
続
け
る
。

自
分
の
家
で
は
な
い
か
ら

こ
そ
感
じ
ら
れ
る
人
の
温
も

り
、
優
し
さ
、
家
族
の
支
え

あ
い
が
農
村
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

に
は
あ
る
。
遠
か
っ
た
互
い

の
心
の
距
離
が
、
次
第
に
近

づ
き
心
の
交
流
と
感
動
を
生

み
出
す
の
だ
。
そ
し
て
、
そ

れ
は
、
人
を
一
回
り
成
長
さ

せ
て
く
れ
る
こ
と
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。

料
理
も
自
分
た
ち
の
手
で

緊張の中で心の交流
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